
●広島市安佐動物公園でキリンの子どもに装具治療
総合リハビリテーション学部義肢装具学専攻では、広島市安佐動物公園から
依頼を受け、生まれつき起立することができないキリンの子どもに、装具装着
による治療を試みています。装具の効果により、キリンの子どもは順調に足の
状態が改善傾向に向かっています。

●学生によるコラボメニューの共同開発
呉市にお店を構えるオールカフェ×タニタカフェで提供するメニューを医療栄養
学科の学生5名が共同開発しました。今注目の「高齢者のフレイル（虚弱）
予防」をテーマとしたメニュー「クレポソレ」が2020年6月から提供されており、
今後も健康や予防をテーマにしたメニューを開発していきます。

●しあわせ健康センター
地域の皆様に対して健康相談、健康教室、健康指導などを行う「しあわせ
健康センター」を2020年4月から「Active Wellness Center（東広島キャン
パス）」内に開設し、より充実した相談・支援を展開しています。健康・医療・福祉
分野の総合大学であることを生かして、健康にかかわる多様な分野の専門家
が無料でサービスを提供し、地域の健康寿命延伸に寄与します。
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TEL：0823-69-6034

大学におけるトピックスや話題等 

●広国市民大学
学生や教職員だけではなく、地域や社会の全ての人にとって「ともにしあわせ
になる学び舎」になることを目指し、誰もが、一緒に学びあったり、教えあった
り、集ったりしながら、健康で楽しい毎日を過ごすための活動の場として広国
市民大学を運営しています（2020年度は新型コロナウィルスにより中止）。

●難病プロジェクト『科目名のない授業』
2020年7月から医療福祉学科の学生が難病患者・家族との交流を通じ、諸
問題（暮らし、制度等）や難病の理解を深めるとともに、難病に関する啓発活動
イベントの企画等に取組んでいます。また、医療機関等のスタッフと協働で
新しい支援の取組みを行います。

●チャレンジプロジェクト
人のため、社会のため、地域のため、学生自らが企画・立案し、実現に向け
チャレンジする「チャレンジプロジェクト」です。活動の一例としては、『骨髄バンクを
支援する会「しずく」』による骨髄ドナーバンクの推進・啓発活動があります。

地域との関わり


